
 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講
座
の
様
子
（
左
上
・
右
下
）、 

講
師
の
森
山
さ
ん
（
右
上
）、 

今
回
作
っ
た
竹
か
ご
四
海
波
（
左
下
） 

                   感
想
な
ど
を
他

の
人
と
共
有
。
今

ま
で
忘
れ
か
け

て
い
た
気
持
ち

や
い
ろ
ん
な
考

え
方
に
触
れ
、
新

た
な
気
づ
き
を

得
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。 

 

そ
し
て
、
デ
ミ

ち
ゃ
ん
の
読
み

聞
か
せ
が
素
晴

ら
し
く
、 

 

参
加
者
の
皆

さ
ん
、
と
て
も
癒

さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。 

              

恵
ま
れ
て
い
る

の
か
、
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
く

れ
た
よ
う
で
す
。 

  

咸
宜
地
区
の
成
人
を
対
象
と
し
た
「
成
人

セ
ミ
ナ
ー
」
、
１
月
は
ア
オ
ー
ゼ
竹
工
芸
教

室
の
方
を
講
師
に
招
き
竹
細
工
に
挑
戦
、

「
四
海
波
（
し
か
い
な
み
）
を
作
ろ
う
」
と

題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
四
海
波
と
は
、
竹

ひ
ご
か
ら
作
る
竹
か
ご
で
す
。
今
回
は
16
本

の
直
線
の
材
料
か
ら
、
波
を
思
わ
せ
る
流
線

形
が
き
れ
い
な
か
ご
を
作
り
ま
し
た
。
複
雑

な
手
順
で
し
た
が
、
５
名
の
講
師
の
方
が
指

導
し
て
く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
く
体
験
で

き
、
上
手
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
12
月
に
は
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
佐

藤
日
出
美
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
絵
本
セ
ラ

ピ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
の

後
、
絵
本
の
内
容
に
沿
っ
て
自
分
の
こ
と
や

感
想
な
ど
を
他
の
人
と
共
有
。
今
ま
で
忘
れ

か
け
て
い
た
気
持
ち
や
い
ろ
ん
な
考
え
方

に
触
れ
、
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。 

 

そ
し
て
、
デ
ミ
ち
ゃ
ん
の
読
み
聞
か
せ
が

素
晴
ら
し
く
、 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
と
て
も
癒
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。 

              

恵
ま
れ
て
い
る
の
か
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
く
れ
た
よ
う
で
す
。 

    
    R

3

年1

月1
4

日
（
木
）、
今
年

度6

回
目
と
な
る「
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
咸
宜

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
日
田
俳
句

会
よ
り
千
原
艸
炎
さ
ん
、
ほ
か3

名

の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
俳
句
に
つ

い
て
の
講
義
と
実
習
「
一
句
作
り
、

短
冊
に
書
い
て
み
よ
う
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

俳
句
と
い
う
と
、
難
し
く
て
取
り

か
か
り
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
を
皆
さ
ん

持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
俳
句
の

構
成
、
音
数
の
数
え
方
、
や
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
、
作
り
方
を
教
え
て

い
た
だ
く
と
思
っ
て
い
た
ほ
ど
難
し

く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
テ
キ

な
句
を
詠
ん
で
い
ま
し
た
。 

    

   

 

絵本セラピーの様子です 
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体育館の天井まで飛んでいきました 

 

      

全
３
回
で
開
催
し
た
人
権
問
題
連

続
講
座
「
咸
宜
セ
ミ
ナ
ー
」
。
12
月

の
最
終
講
は
、
咸
宜
地
区
で
何
度
も

お
話
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
あ
る

人
気
の
講
師
、
矢
野
大
和
さ
ん
の
口

演
！ 

の
予
定
で
し
た
が
、
都
合
に
よ

り
急
遽
、
講
師
が
変
更
と
な
り
ま
し

た
。
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
は
津
田
剛
さ

ん
。
元
吉
本
芸
人
で
、
現
在
は
講
演

活
動
や
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で 

   

１
月
の
「
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

咸
宜
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
日
田

俳
句
会
よ
り
千
原
艸
炎
さ
ん
、
ほ
か

３
名
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
俳
句

教
室
「
一
句
作
り
、
短
冊
に
書
い
て

み
よ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

受
講
生
の
皆
さ
ん
、
俳
句
と
い
う

と
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
俳
句
の
構
成
や
作
り

方
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
、
思
っ
て

い
た
ほ
ど
難
し
く
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。 

皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
テ
キ

な
句
を
詠
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

コロナ収束に向かって「鬼は外！」 

 

  

「
咸
宜
っ
子
体
験
教
室
」
１
月
は

九
重
青
少
年
の
家
の
出
前
講
座
を
依

頼
。「
お
も
し
ろ
科
学
教
室 

～
熱
気

球
作
り
に
挑
戦
～
」
と
題
し
て
開
催

し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
気
球
が
上
昇
し
て
い
く

理
由
・
熱
気
球
の
作
り
方
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
早
速
熱
気

球
作
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。 

作
り
方
は
と
っ
て
も
簡
単
♪ 

90

Ｌ
の
ご
み
袋
を
４
枚
、
ハ
サ
ミ
で
数

か
所
切
っ
た
後
に
セ
ロ
テ
ー
プ
で
張

り
合
わ
せ
る
だ
け
。
あ
と
は
好
き
な 

   

１
月
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
は
、

豆
ま
き
を
開
催
。
た
だ
し
、
県
内
・

市
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
陽
性
者
が
増
え
て
き
た
た
め
、

公
民
館
に
は
入
ら
ず
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
来
館
し

た
人
か
ら
順
番
に
、
公
民
館
の
前
に

い
る
鬼
に
向
か
っ
て
「
鬼
は
外
！
」

応
援
し
て
く
れ
た
福
の
神
と
一
緒
に

鬼
さ
ん
を
退
治
し
ま
し
た
。 

も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
で
す
。

「
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
夢
を
育
て
る
す
て

き
な
応
援
方
法
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

       

     方
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
、
思
っ
て

い
た
ほ
ど
難
し
く
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
皆
さ
ん
楽
し
み
な
が
ら
、
ス

テ
キ
な
句
を
詠
ん
で
い
ま
し
た
。 

  
楽しくて為になる講座でした 

 

講師の千原さん 

 

絵
を
書
い
て
出
来
上
が
り
で
す
。
ど

の
班
も
、
協
力
し
な
が
ら
で
き
た
よ

う
で
す
。 

   

ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
温
か
い
空
気
を
入

れ
て
い
く
と
、
熱
気
球
が
フ
ワ
ッ
と

浮
か
び
、
体
育
館
の
天
井
ま
で
飛
ん

で
い
き
ま
し
た
。 
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ー
ル
箱
な
ど
い
ろ
ん
な
太
鼓
（
？
）

で
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

中
城
町
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
そ
う
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

      

 

 

         

 

       

３
月
７
日
（
日
）
に
開
催
予
定
と

し
て
お
り
ま
し
た
「
第
10
回 

咸
宜

公
民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡 

   
日
田
市
が
市
内
全
世
帯
に
配
備
を

進
め
て
い
る
防
災
ラ
ジ
オ
。
１
月
１

日
時
点
の
市
全
体
の
申
請
率
が
約

62
％
。
未
申
請
世
帯
の
８
割
は
市
内

中
心
部
と
の
こ
と
で
す
。 

 

優
先
に
考
慮
し
た
結
果
、
開
催
を

中
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
つ
り
へ
の
出
場
・
出
店
、
並
び

に
ご
来
場
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆

さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
と
な
り
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
何
と
ぞ
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

        

 

 

      

毎
週
木
曜
日
の
10
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で
、
中
城
町
公
民
館
で

「
太
鼓
教
室
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
体
や
頭
を
使
い
、
リ
ズ
ム
感
を

良
く
す
る
た
め
に
、
Ｒ
１
年
８
月
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
物
の
太
鼓

が
な
く
て
も
大
丈
夫
！ 

音
の
出
る

も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

こ
の
日
の
参
加
者
も
、
竹
、
鉄
鍋
、

お
風
呂
の
椅
子
、
桶
、
手
作
り
段
ボ 

   

１
月
24
日
（
日
）
、
田
島
町
で
新

年
歩
こ
う
会
が
開
催
、
約
80
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

桜
町
公
民
館
を
出
発
し
、
大
原
神

社
、
陸
上
競
技
場
、
元
大
原
神
社
を

経
由
し
て
桜
町
公
民
館
ま
で
、
約
１

時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
皆
さ
ん
、

久
し
振
り
の
町
内
行
事
を
楽
し
ん
だ

よ
う
で
す
。 

 

 

 

 

           

大
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
参
加
者

お
よ
び
関
係
者
の
健
康
と
安
全
を
最

優
先
に
考
慮
し
た
結
果
、
開
催
を
中

止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
つ
り
へ
の
出
場
・
出
店
、
並
び

に
ご
来
場
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆

さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
と
な
り
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
何
と
ぞ
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

中
心
部
と
の
こ
と
で
す
。 

近
年
、
地
震
や
大
雨
な
ど
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方 

は
、
命
を
守
る
た
め
に 

申
請
し
ま
し
ょ
う
。 

    

例
年
２
月
に
開
催
さ
れ
て

い
た
県
内
一
周
大
分
合
同
駅

伝
大
会
。
今
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
１
９
５
９
年
に
始
ま

っ
た
こ
の
大
会
、
第
10
回
大

会
で
豪
雪
の
た
め
４
日
目
以

降
を
取
り
や
め
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
全
日
程
の
中

止
は
初
め
て
と
の
こ
と
で

す
。 咸

宜
地
区
か
ら
も
毎
年
、

役
員
・
選
手
が
選
ば
れ
、
活

躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
残

念
で
す
。 

 

降
を
取
り
や
め
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
全
日
程
の
中

止
は
初
め
て
と
の
こ
と
で

す
。 咸

宜
地
区
か
ら
も
毎
年
、

役
員
・
選
手
が
選
ば
れ
活
躍

さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
残
念

で
す
。 

 

 

 

 

陸上競技場付近をウォーキング中 

 

いろんな太鼓がありました 
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4
日
（
木
）
敬
天
セ
ミ
ナ
ー 

音
楽
会
（
予
定
） 

15
日
（
月
）
ふ
る
さ
と
咸
宜
学 

 

講
演
「
地
域
資
源
は
宝
の
山 

 
 

 
 

～
宝
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
」 

（
講
師
）
天
ヶ
瀬
温
泉
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

代
表 

近
藤
真
平
さ
ん 

18
日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

お
楽
し
み
会 

20
日
（
土
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

 

研
修
旅
行 

鯛
生
金
山
・
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド 

ベ
ン
チ
ャ
ー
奥
日
田 

22
日
（
月
）
ふ
る
さ
と
咸
宜
学 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

24
日
（
水
）
成
人
セ
ミ
ナ
ー 

音
楽
会
（
予
定
） 

25
日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 

 

認
知
症
予
防
教
室 

29
日
（
月
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

 

１
年
間
の
振
り
返
り
・
閉
講
式 

30
日
（
火
）
公
民
館
清
掃 

 
 ４

月 15
日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

お
楽
し
み
会 

22
日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 

 

認
知
症
予
防
教
室 

 

    

 

 

２
月 15

日
（
月
）
ふ
る
さ
と
咸
宜
学 

 

講
演
「
長
生
園
（
廣
瀬
淡
窓
墓
）
の
今
と
昔
」 

（
講
師
）
日
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課 

 

課
長 

吉
田
博
嗣
さ
ん 

18
日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

 

お
楽
し
み
会 

22
日
（
月
）
ふ
る
さ
と
咸
宜
学 

 

講
演
「
敬
天
の
心
と
教
え
を 

現
代
の
く
ら
し
に
」 

（
講
師
）
廣
瀬
資
料
館 

館
長 

中
島
龍
磨
さ
ん 

23
日
（
火
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

 

パ
ン
作
り
教
室 

（
講
師
）
ぴ
ぃ
た
ぁ
パ
ン
の
家 

24
日
（
水
）
成
人
セ
ミ
ナ
ー 

内
容
未
定 

 

25
日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 

 

認
知
症
予
防
教
室 

 ３
月 1

日
（
月
）
ふ
る
さ
と
咸
宜
学 

 

講
演
「
日
田
陣
屋
に
つ
い
て
」 

（
講
師
）
日
田
歴
史
発
見
講
座
伊
藤
塾 

 

塾
長 

伊
藤
利
光
さ
ん 

4
日
（
木
）
敬
天
セ
ミ
ナ
ー 

音
楽
会
（
予
定
） 

15
日
（
月
）
ふ
る
さ
と
咸
宜
学 

 

講
演
「
地
域
資
源
は
宝
の
山 

 
 

 
 

～
宝
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
～
」 

（
講
師
）
天
ヶ
瀬
温
泉
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

代
表 

近
藤
真
平
さ
ん 

18
日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

お
楽
し
み
会 

20
日
（
土
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

 

研
修
旅
行 

鯛
生
金
山
・
フ
ォ

レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
奥
日
田 

22
日
（
月
）
ふ
る
さ
と
咸
宜
学 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
淡
窓
先

生
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
」 

（
講
師
）
咸
宜
園
放
学
遊
山
の
会 

24
日
（
水
）
成
人
セ
ミ
ナ
ー 

音
楽
会
（
予
定
） 

25
日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 

認
知
症
予
防
教

室 

29
日
（
月
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

１
年
間
の

振
り
返
り
・
閉
講
式 

30
日
（
火
）
公
民
館
清
掃 

 
 ４

月 

15

日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

お
楽
し
み
会 

22

日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 

認
知
症
予
防
教

室  

※2

月
の
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
・
子
育
て
サ
ロ
ン
の

内
容
は
検
討
中
で
す 

 

    

  

※ 

２
月
24
日
（
水
）
の
「
成
人
セ
ミ
ナ
ー
」
は
研
修
旅
行
の
予
定
で
し
た
が
、
内
容
を
変
更

し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

※ 

３
月
22
日
（
月
）
の
「
ふ
る
さ
と
咸
宜
学
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
中
止
と
な
り
ま
す
。 

※ 

他
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
行
事
が
変
更
・
延
期
・
中
止
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

   
咸
宜
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
趣

味
の
教
室
「
公
民
館
サ
ー
ク
ル
」
に
、

新
し
い
教
室
が
開
講
予
定
で
す
。
３

月
か
ら
「
韓
国
料
理
教
室
」、
４
月
か

ら
「
民
謡
教
室
」
の
２
教
室
で
す
。 

興
味
の
あ
る
方 

は
、
咸
宜
公
民
館 

ま
で
お
問
い
合
わ 

せ
く
だ
さ
い
。 

 

                 
   

 

韓
国
料
理
教
室 

（
日
時
）
毎
月
第
１
土
曜
日 

午
後
６
時
～
午
後
８
時 

（
講
師
）
金 

明
俊
さ
ん 

（
会
費
）
月
額 

５
０
０
円 

※ 

別
途
材
料
代
と
し
て
、 

１
５
０
０
円
程
度
必
要 

に
な
り
ま
す
。 

  

民
謡
教
室 

（
日
時
）
毎
月
３
回 

金
曜
日 

午
後
７
時
～
午
後
９
時 

（
講
師
）
樋
口
勝
子
さ
ん 

（
会
費
）
月
額 

２
０
０
０
円 

 

 


